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令和５年 第４回 豊後大野市教育委員会 臨時会 議事録 

 

１ 開催日時 

令和５年８月１６日（火曜日)  午前９時００分開会 午前１０時５０分閉会 （１時間５０分） 

 

２ 開催場所 

豊後大野市役所 ２階 教育委員会室 

 

３ 出 席 者  

委 員    ４名中４名出席 

（出席委員等） 

教 育 長 下  田    博 

１番委員 三 浦 絵 里 奈 

２番委員 妻 城 久 子 

３番委員 江 嶋 真 朋 子（教育長職務代理者） 

４番委員 渡  部    稔 

（欠席委員）   な し 

事務局    ５名中４名出席 

教育次長 後 藤 樹 代 文 

学校教育課長 日 浦 賢 一 

社会教育課長兼図書館長 岡  部    司 

資料館長 髙  野  弘  之（社会教育課参事 兼） 

（欠席）          

学校給食共同調理場長 赤  嶺  真  一（学校教育課参事 兼） 

書 記    １名出席 

学校教育課課長補佐兼教育総務係長  衛 藤 幸 司 

 

４ 付議事項等 

議事案件 

議案第４３号 令和４年度事務事業教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価報告書について 

 

５ 会議の概要 

○出席者報告 

後藤教育次長 

 

委員の皆さんおそろいですので 出席者の報告をいたします。本日の出席委員４

名・欠席委員なし・教育長及び教育委員会事務局４名の出席であります。赤嶺学校

給食共同調理場長が業務のため欠席となっていますので、よろしくお願い致しま

す。本日は、議事案件１件を提案させていただきます。それでは、教育長よろしくお

願いいたします。 
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１ 開 会 

下田教育長 それでは、ただいまから令和５年第４回豊後大野市教育委員会臨時会を開会いた

します。                                  (午前９時００分開会) 

 

２ 議事録署名委員の指名 

下田教育長 

 

 

渡部稔委員 

続いて会議規則第十七条第二項の規定に基づき、本会議の議事録署名委員の

指名を行ないます。４番渡部稔教育委員を指名します。 

 

… 指名委員の了承 … 

 

３ 会期の決定 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

 

次に、会期の決定でありますが、議案等を勘案いたしまして、本日一日限りといたし

たいと思います。異議ありませんか。 

 

… 委員一同意義なし … 

 

異議なしと認め、本日一日限りと決定します。本日は、議案第４３号の１件とその他

の報告が３件です。よろしくお願いします。 

 

４ 付議事項等 

○議事案件 

議案第４３号 令和４年度事務事業教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価報告書について 

下田教育長 

 

後藤教育次長 

 

 

 

 

衛藤学校教育課課長補佐 

 

 

下田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議案第４３号の審議に入ります。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定により、令和４年度事務

事業教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価について、外部評価会

議を２回開催・実施しました。その報告書を９月の市議会に提出し、公表をいたした

いので、教育委員会に提案し、承認を頂きたいと思います。 

 

（８/１６第４回臨時会資料「令和４年度事務事業『教育に関する事務の管理及び執

行状況の点検･評価報告書』」により説明） 

 

みなさんからご質問・ご意見をいただきたいと思います。 

追加で質問致します。報告書P２１からの評価についてですが、２５点が満点で良い

ですよね。そうすると、ほぼ満点ですよね。P２０に評価の視点があります。ほぼ、全

て良くできているということですね。その中で、例えば、P２２の中学校一般管理事業

の中のフッ化物洗口については１９点になっています。学校教育課・社会教育課通

して１０点台がついているものについては、説明をお願い致します。 

 

（以下、別冊資料「令和４年度事務事業『総合計画実施計画書/事務事業評価調

書』［教育委員会所管分・評価対象事業］」により説明） 
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日浦学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

江嶋真朋子委員 

 

 

日浦学校教育課長 

 

 

 

 

下田教育長 

 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

渡部稔委員 

 

 

 

岡部社会教育課長 

 

フッ化物洗口については、資料のＰ３５･３６をご覧になってください。虫歯0を目指し

て、フッ化物洗口をしています。おかげさまで、小６のDMF(虫歯の本数)は、県内で

も順位は上昇してきています。しかし、コロナ禍でフッ化物洗口が実施できにくい状

況がありました。また、外部評価会議の中において「中学校の方が実施率が低い」と

いうご指摘がございました。小学校の実施率９０％台に対して、中学校は７０％台で

したので、中学校の方も力を入れていかなければならないのではないかというもので

した。以上のような理由から点数を低くしています。以上です。 

 

Ｐ３５の活動実績で令和３年度に５３１人、令和４年度に５５９人実施したとあるのです

が、中学生ですか、それとも小学生の人数ですか。 

 

中学生の人数です。小学校のフッ化物洗口については、Ｐ２７にあります。しかし、こ

のＤＭＦ値は、値が小さくなるほど達成率が上がるので、他の目標値の達成率の計

算式とは逆の計算になってしまっています。そのため達成率が逆に低くなっていま

す。訂正致します。 

 

他に質問ございますか。 

子ども文化・芸能事業のところが、１８点になっています。説明をお願いします。 

 

社会教育課のＰ５・６のところに子ども文化・芸能事業がございます。この文化・芸能

事業は、子どもたちの神楽や太鼓等伝統芸能の継承の場を提供するということで事

業を継続しておりました。しかし、コロナウイルス感染症予防のために事業の実施が

できなかったということで、評価を１８点にしています。改善策と致しましては、子ども

たちの日頃の成果を発表できる機会を提供するために、青少年健全育成大会事業

の中の豊後大野っ子を育てる市民のつどいや成人式等、様々な機会を捉えて、発

表の場を提供していきたいと考えています。 

機会がなかったので１８点ということですね。 

 

豊後大野っ子を育てる市民のつどいにも参加してもらうのですが、予算が青少年健

全育成大会事業の中から出しますので、この子ども文化・芸能事業の実績にはなり

ません。今度１１月１１日に開催されるぶんごおおのフェスタの中には、文化･芸能の

出し物は考えていないということですので、こちらの方で考えていかなければならな

いと考えています。 

 

現実的に子ども神楽などは、人数が足りないので、だんだん地域から離れていって

いるのかなという感じがします。出し物に参加したくても、神楽は演目などもたくさん

あり、現実的には厳しい状況にあります。 

 

そういった中でも、子どもたちが、多くの人の前で発表することで、子どもたちもやり

がいを見いだすでしょうし、それを見ているまわりの子どもたちが、自分もやってみよ
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渡部稔委員 

 

 

 

 

岡部社会教育課長 

 

 

江嶋真朋子委員 

 

渡部稔委員 

 

岡部社会教育課長 

 

 

渡部稔委員 

 

下田教育長 

 

 

衛藤学校教育課課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

 

日浦学校教育課長 

 

 

下田教育長 

うかなといった気持ちになるかもしれません。そういった機会を提供できないかなと

思います。出番もなく、練習して地域の祭りにちょっと出るだけでは、やる気につな

がりません。子どもたちが、あの会に入ったら楽しいだろうなという憧れに近いものを

持ってくれないかなと思います。 

 

神楽の一番の課題は、練習場所です。練習の場所が確保できないのです。今、臨

時的に地区の公民館を借りたりしているのですが、きちんと地域の決まった場所で

練習できる場が確保できれば、もう少し参加者が増え、活気が出るのではないかと

思います。 

 

確かに、地区の公民館では天井も低く、十分な練習ができないと思います。学校の

体育館などの体育施設等が利用できると良いと思います。 

 

新しい公民館ではできないのですか。 

 

公民館ではやっていません。 

 

公民館も公民館クラブなどに協力すれば、減免措置を執れます。大ホールで練習

することも可能です。 

 

ただ、太鼓の音などがかなりうるさいです。体育館などの方が良いと思います。 

 

この件は、学校教育課で扱えないのですか。学校の体育館を開放すれば良いので

はないですか。今まで開放されていなかった理由があるのですか。 

 

学校側での理由はありません。神楽というのは、通常、地域に根付いていて、地域

の方が氏子になっている地域の神社が持っているものでした。しかし、その地域単

独では継続できなくなって、町全体で募集して維持するようになりました。そうすると

氏子はいない、持ち神社はないということになり、練習会場がなくなってしまいまし

た。練習会場についても、お囃子の太鼓や笛・道具などを、一回一回運んでいって

練習するというのは非常に困難なことです。雨の日はなおさらです。そこで、道具も

保管できて、舞の練習もできるという会場でないと厳しいというのが現状です。 

 

このことは、少し前向きに考えてください。開かれた学校として、道具の置き場も社会

教育課と相談して実現に向けて動いてください。 

 

太鼓などの湿気対策など道具の管理上の条件をクリアできる倉庫の問題が解決す

れば可能だと思います。 

 

子どもたちが文化や芸能に触れられる場として学校を開放することは、全く問題がな
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岡部社会教育課長 

 

下田教育長 

 

 

高野資料館長 

 

 

 

 

下田教育長 

 

 

岡部社会教育課長 

 

 

下田教育長 

 

 

岡部社会教育課長 

 

 

下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

いと思います。ただ、学校のまわりの方々にとっては、騒音という問題が発生すると

思います。そこをクリアすれば可能だと思います。各町の伝統芸能、神楽･太鼓･獅

子舞・白熊等の実施状況や実施場所･人数等について、調査に入ってくれません

か。そして、コミュニティ･スクールで、学校でやるべきか、計ってもらえませんか。以

前清川町などでも学校が核となってやっていたことがあります。今の状況やそうなっ

た原因を把握した上で、場所などの問題があるのであれば、学校教育の方でも前向

きに協力すべきだと思います。また、今年度の学校教育シンポジウムの前半の出し

物に芸能を入れてください。以前は、子ども太鼓等盛んに行われていたのですが、

現状はどうなのでしょうか。 

 

行われてはいるのですが、人目に触れる機会が減ってしまっています。 

 

以前、社会教育課主催で、１５団体ぐらいの参加で終日かけて子ども芸能大会が開

催されていました。復活させることはできませんか。 

 

緒方町の場合は、五千石祭がありましたので、子どもの入った獅子舞が３団体ぐらい

ありました。しかし、コロナ禍で４年間実施できませんでしたので、もうできないのでは

ないかという声を聞きます。大人の方はできても、子どもがいないという状況がありま

す。そこが一番厳しいところです。 

 

とにかく、良い問題提起ですので、一度、調査をかけてください。お願いします。そ

れでは、国際交流事業１８点の理由をお願いします。 

 

P１１･１２を見てください。これについては、コロナウイルス感染症予防対策で実施で

きなかったということが理由です。 

 

次回、今年度の国際交流事業の報告書ができますよね。その報告を、定例会で教

育委員さん方にお願いします。 

 

でき次第、報告します。参加者からは、もう一度行きたいなどの前向きな声がたくさ

ん聞かれています。 

 

来年度は、教育委員さんも一緒に参加する方向は検討できませんか。 

 

みなさんがよろしければ、検討してみます。 

 

続いて、人権教育総合推進地域事業についてお願いします。 

 

P２７・２８をご覧ください。この人権教育総合推進地域事業は、国の事業の補助をと

って推進しようと補助金申請したのですが、国の予算の関係で不採択になりました。
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下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

しかし、代わりに県の方から９７万円のうち５１万円の補助がつき、実施はできました。

三重中学校区を対象に地域の方を集って講演会を実施したり、人権の花植えをし

たり致しました。ただ予算の関係上、事業を縮小せざるを得ませんでしたので、評価

を下げているところです。 

 

次に、移動図書館車についてお願いします。 

 

P３５・３６をご覧ください。移動図書館車につきましては、令和４年度より事業の再開

を致しました。１４の幼稚園・こども園･保育園等をまわって実施いたしました。延べ人

数の目標２５００人に対して、実際は２３００人程度でありました。また、貸出冊数も目

標７５００冊に対して６４００冊でありました。よって、評価を１９点と致しました。今後、

手段の改善をして継続するようにしています。 

 

次は、図書館の感染症予防対策についてお願いします。 

 

P４３･４４をご覧ください。本事業は、図書館の感染症予防対策として、図書館の空

調設備の設置を一箇所行ったということと、手指消毒等の設備を設置したというもの

です。目標値を設置していませんでしたので、３点とし、今後は事業の縮小としてい

ます。なお、この事業については、他の課の事務事業評価を勘案し評価対象外の

事業として変更をしたいと思います。 

 

評価が１０点台のところを説明してもらいましたが、他に、委員さんより質問はござい

ませんか。よろしいでしょうか。 

 

… 委員一同質問なし … 

 

数多くの事業を展開していますが、ほぼ達成しているという認識でよろしいでしょう

か。 

 

… 委員一同異議なし … 

  

それでは採決に入ります。議案第４３号令和４年度事務事業 教育に関する事務の

管理及び執行状況の点検・評価報告書について、原案の通り決定してよろしいでし

ょうか。 

 

… 委員一同異議なし … 

 

それでは、議案第４３号について、原案の通り、決定をいたします。先ほどの修正を

加えまして、議会報告をさせていただきます。 

 



－ 7 － 

 

６ その他 

○中体連の結果について 

○多機能型武道場基本設計について 

○今後の幼児教育のあり方について 

○令和５年度全国学力・学習状況調査結果について 

下田教育長 

 

日浦学校教育課長 

 

 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

江嶋真朋子委員 

 

 

岡部社会教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

下田教育長 

 

まず、中体連の結果についてお願いします。 

 

(別紙資料｢第６１回大分県中学校総合体育大会 豊後大野市選手団 球技･武道･

水泳・陸上 結果一覧」で報告) 

 

質問がございますか。全体的に如何でしょうか。勝つためにやっているのではない

ですが、県大会の上位に行くのは難しいですね。 

 

･･･全委員質問なし･･･ 

 

続いて、多機能型武道場基本設計について、お願いします。 

 

(別紙資料「豊後大野市『令和５年度多機能型武道場基本設計について』」で説明) 

今後のスケジュールにつきましては、１２月の議会で債務負担行為の設定を提案

し、３月の定例会で建設工事の契約議決を得たいと思います。建設スケジュールと

しましては、令和６年度末までに本体を建設し、その後、１００台規模の駐車場等外

構工事や備品の整備等を行い、令和７年度上半期にはオープンに漕ぎつけたいと

考えています。 

 

これは、８月２２日に市議会で大枠の説明を致します。ご質問ございますか。 

 

畳は常設されているのですか。収納できるのですか。また、冷房はどうなっているの

でしょうか。 

 

武道場の畳は、通常敷きっぱなしにしておくように考えています。しかし、畳を上げ

ると、剣道のコートが２面とれます。剣道の大きい大会の時には、畳を上げて器具庫

の中に保管します。逆にアリーナ側に畳を敷けば、柔道の試合を行うことができま

す。基本的には、柔道･剣道ともに最大６面がとれます。冷房につきましては、設置

する方向で考えています。イニシャルコストやランニングコストを考えて、床吹き出し

方式や壁からの輻射方式もありますが、高額な設置費用や電気代がかかります。そ

うなると、利用者負担が増えてきますので、できるだけ低額で電気代もかからないよ

うな空調施設を調査･検討をしているところです。 

 

設置に反対の方ございますか。 
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全委員 

 

下田教育長 

 

 

日浦学校教育課長 

 

 

下田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

江嶋真朋子委員 

 

 

日浦学校教育課長 

 

 

 

江嶋真朋子委員 

 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

下田教育長 

 

 

全委員 

 

渡辺学校教育課参事 

 

全委員 

 

下田教育長 

･･･全委員意見なし･･･ 

 

現段階は、今日説明した状況であることをご確認しておいてください。よろしくお願

いします。続いて、幼児教育についてお願いします。 

 

（別紙資料「豊後大野市における今後の幼児教育のあり方について」で変更点を説

明） 

 

これまでの豊後大野市学校教育課の方針としては、公立幼稚園において、募集に

対して希望園児が５人未満の場合は開園せず休園とし、３年連続休園が続けば、そ

の後は募集停止とし、廃園にするというルールにしていました。今回の方針は、募集

停止という表現ですので、休園という認識ではなく廃園の方向であるという認識で

す。これは、令和２年から令和７年までの総合教育計画の中の中間点での見直しと

いうことになります。来年度から、この方向で行くということになります。よろしいでしょ

うか。 

 

資料の右下の研究施設については、別の場所に新しいものができると思っていたの

ですが、東幼稚園の中にあるということですね。 

 

東幼稚園１つだけを開園して、その中で、通常の５歳児の教育を行うとともに、研究

並びに他園のアドバイザー的な役割を併せ持たせるということです。セイフティーネ

ットと幼小連携の推進を一つの園で行うということです。 

 

わかりました。 

 

他にご意見ございますが。この件につきましても、８月２２日に議会で提案させてい

ただきます。 

 

･･･全委員意見なし･･･ 

 

続いて、令和５年度全国学力・学習状況調査結果について、お願いします。 

担当の渡辺参事から説明しますので、入室の許可をお願いします。 

 

・・・承認・・・ 

 

（別紙資料「令和５年度全国学力・学習状況調査結果について」で説明） 

 

･･･全委員意見なし･･･ 

 

続いて、連絡調整をお願いします。 
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６ 連絡調整 

○８月･９月定例会の日程調整 

下田教育長 

 

後藤教育次長 

 

 

 

下田教育長 

 

全委員 

 

下田教育長 

それでは、連絡調整に入ります。 

 

８月の定例会を８月２８日の月曜日９時から、９月の定例会を９月２８日木曜日９時

からと予定しております。学校訪問の日程につきましては、次回定例会で調整した

いと思います。 

 

予定よろしいでしょうか。 

 

･･･ 全委員異議なし ･･･ 

 

では、よろしくお願いします。その他、何かございますか。 

 

７ 閉会 

下田教育長 

 

 

これをもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

令和５年第４回豊後大野市教育委員会臨時会を閉会します。 

ご協力ありがとうございました。                (午前１０時５０分閉会) 

 


